
　

主
に
昨
年
７
月
、
８
月
の
豪

雨
災
害
に
係
る
復
旧
費
で
、
平

成
23
年
度
決
算
と
比
べ
て
７
億

５
５
７
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
中
学
校
４
校
の
体
育
館
の

耐
震
化
工
事
及
び
大
規
模
改
造

工
事
並
び
に
５
校
の
校
舎
・
体

育
館
の
耐
震
診
断
及
び
実
施
設

計
を
行
い
ま
し
た
。
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平
成
24
年
度
の
普
通
会
計
歳

入
総
額
は
２
７
７
億
７
１
５
９

万
円
、
歳
出
総
額
は
２
６
６
億

３
１
９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
と
比
較
し
て
、
歳

入
が
８
億
３
７
６
万
円
の
増
、

歳
出
も
６
億
８
３
２
４
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。歳
入
歳
出

差
引
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財

源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
５
億

８
８
３
７
万
円
の
黒
字
、
実
質

単
年
度
収
支
に
お
い
て
も
２
億

２
０
２
４
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

収
支
の
黒
字
幅
が
昨
年
と
比

べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

が
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
り
、

５
億
５
１
２
７
万
円
必
要
と
な

っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
も
88
・

１
％
と
昨
年
度
に
比
べ
て
悪
化

し
ま
し
た
が
、
80
％
台
が
堅
持

さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
北
部
等
豪
雨
災
害
の
復

旧
と
い
う
突
発
的
で
例
を
み
な

い
事
態
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
良
好
な
結
果
も
国
の

地
方
財
政
措
置
や
合
併
の
優
遇

措
置
の
恩
恵
を
受
け
て
の
決
算

で
あ
り
、
特
例
措
置
が
終
了
す

る
平
成
32
年
度
に
向
け
て
、
更

な
る
適
正
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
特

に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
平
成
24
年
度
の
歳
入
不
足

を
翌
年
度
よ
り
繰
上
充
用
し
た

額
が
５
億
６
５
２
３
万
円
と
な

る
な
ど
、
将
来
的
な
施
策
の
見

直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
お
い

て
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
基
準
外
繰
入
が
依
然
と
し

て
多
い
状
況
で
あ
り
、
更
な
る

適
正
な
会
計
管
理
が
求
め
ら
ま

す
。

平
成
24
年
度
決
算

普
通
会
計
決
算
収
支
は
黒
字
！

災
害
復
旧
事
業
費
等
に
よ
り
黒
字
幅
が
減
少
す
る
も

　

実
質
単
年
度
収
支
で
は
２
億
２
０
２
４
万
円
の
黒
字

普
通
会
計
決
算
収
支
は
黒
字
！

平
成
24
年
度
決
算

災
害
復
旧
費
に

９
億
６
０
０
０
万
円

小
中
学
校
耐
震
化
事
業
に

９
億
４
２
８
０
万
円

　

福
岡
女
学
院
大
学
と
の
連
携

協
力
に
よ
り
、
観
光
資
源
の
調

査
研
究
を
行
い
、
朝
倉
市
の
情

報
発
信
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。

「
朝
倉
の
宝
」
観
光
振
興

事
業
に

２
５
０
万
円

　

朝
倉
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
山
田
堰
展

望
広
場
整
備
工
事
、
木
の
丸
公

園
改
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

山
田
堰
展
望
広
場
整
備
・

木
の
丸
公
園
改
修
事
業
に

８
５
０
万
円

福
岡
女
学
院
大
学
と
共
同
で

制
作
し
た
情
報
誌

「
朝
倉
案
内
し
ま
っ
ぷ
」

整
備
さ
れ
た

山
田
堰
展
望
広
場

災
害
復
旧
事
業
費
等
に
よ
り
黒
字
幅
が
減
少
す
る
も

　

実
質
単
年
度
収
支
で
は
２
億
２
０
２
４
万
円
の
黒
字
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荒
廃
森
林
再
生
事
業
に

４
０
９
０
万
円

　

妊
婦
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た

め
に
、
妊
婦
の
健
康
診
査
に
必

要
な
経
費
を
公
費
で
負
担
し
た

も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
検
査
内
容

に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
Ｇ
Ｂ
Ｓ

検
査
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費

負
担
に

３
５
８
０
万
円

　

平
成
24
年
度
は
「
新
プ
ラ
ン

21
計
画
」
に
基
づ
く
第
１
期
事

業
の
最
終
年
度
で
し
た
。
中
心

市
街
地
整
備
事
業
に
よ
り
、
フ

レ
ア
ス
甘
木
の
建
設
や
道
路
改

良
等
を
行
い
、
第
２
期
工
事
に

向
け
た
計
画
策
定
を
行
い
ま
し

た
。 甘

木
地
区
中
心
市
街
地

整
備
事
業
に

５
億
６
８
０
０
万
円

　

こ
れ
ま
で
公
共
交
通
機
関
が

な
か
っ
た
交
通
空
白
地
区
（
馬

田
・
福
田
・
蜷
城
・
杷
木
・
松

末
地
区
）
の
一
部
に
、
デ
マ
ン

ド
（
事
前
予
約
）
型
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
制
度
を
導
入
し
、
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
実
証

実
験
委
託
料
に

１
１
８
０
万
円

　

県
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
、

か
ん
が
い
排
水
、
農
道
、
た
め

池
等
の
改
修
・
新
設
を
行
う
も

の
で
す
。
平
成
24
年
度
は
、
長

田
揚
水
機
場
ゲ
ー
ト
改
修
工
事
、

塚
原
農
道
新
設
工
事
、
柿
原
水

路
改
良
工
事
等
々
を
行
い
ま
し

た
。 農

村
環
境
整
備
事
業
に

５
３
６
０
万
円

　

長
期
間
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
整
備
や
、
放

置
さ
れ
て
い
る
林
地
に
広
葉
樹

を
植
栽
し
、
保
全
を
行
う
も
の

で
、
水
源
の
涵
養
、
土
砂
災
害

防
止
等
、
森
林
の
有
す
る
機
能

の
回
復
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
市
営
松
の
木

団
地
建
替
事
業
の
第
１
期
工
事

の
最
終
年
度
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
第
２
期
工

事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

市
営
松
の
木
団
地
建
替

事
業
に４

億
４
４
１
０
万
円

　

光
通
信
網
が
未
整
備
で
あ
る

朝
倉
地
域
・
杷
木
地
域
・
秋
月

地
区
・
高
木
地
区
に
対
し
、
平

成
24
年
度
か
ら
26
年
度
で
補
助

事
業
に
よ
る
光
通
信
網
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

光
通
信
サ
ー
ビ
ス
環
境
構

築
事
業
に

１
億
５
５
２
０
万
円

塚
原
の
農
道
新
設
工
事

第
１
期
工
事
が
終
了
し
た

市
営
松
の
木
団
地

３大ハード
事業

・豪雨災害復旧事業
・小中学校耐震化事業
・甘木地区中心市街地整備事業

・豪雨災害復旧事業
・小中学校耐震化事業
・甘木地区中心市街地整備事業

平成２４年度　　朝倉市会計別決算

※万未満切り捨てのため、計が一致していません。
【平成２４年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】
経常収支比率　　　88.1　　   前年度　86.2
実質公債費比率　　10.0   　　前年度　11.1
財政力指数　　　　0.53　   　前年度　0.54
基金現在高 　　　125億2892万円（前年度比9億6583万円増）
地方債現在高　　 255億8634万円（前年度比13億2373万円増）

区　　分 歳　　入 歳　　出

一　般　会　計 277億3860万円 265億9983万円

特
　

別
　

会
　

計

住宅新築資金等貸付 1788万円 1701万円

簡 易 水 道 631万円 631万円

国民健康保険（事業勘定） 72億8986万円 78億5510万円

国民健康保険（直営診療施設勘定） 2億5333万円 2億5332万円

後 期 高 齢 者 医 療 8億1405万円 7億9211万円

介護保険（保険事業勘定） 50億2447万円 49億8501万円

介護保険（介護サービス事業勘定） 2770万円 2194万円

下 水 道 事 業 17億2256万円 17億1837万円

農 業 集 落 排 水 事 業 3億7789万円 3億7120万円

個 別 排 水 事 業 2億4902万円 2億4902万円

工 業 用 地 造 成 事 業 38万円 38万円

小　　計 157億8349万円 162億6982万円

合　　計 435億2210万円 428億6966万円

３大ハード
事業
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
は
、９
月
定
例
会
で「
決
算
審
査
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
、
３
日
間
の
日
程
で
審
査
を

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
行
わ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と

答
弁
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　

電
算
シ
ス
テ
ム
管
理
運
用

事
業
で
、
サ
ー
バ
等
機
器
借
上

料
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
要

因
は
何
か
。
ま
た
、
「
そ
の
他

の
事
務
費
」
の
内
訳
は
。

　
　

平
成
24
年
度
に
電
算
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
際
、
今
ま
で

は
買
取
り
だ
っ
た
も
の
を
一
部

リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
行
っ
た
結

果
、
そ
の
リ
ー
ス
料
が
発
生
し

た
た
め
で
あ
る
。

「
そ
の
他
の
事
務
費
」
と
は
主

に
消
耗
品
費
で
あ
る
。
平
成
25

年
度
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
に

よ
り
プ
リ
ン
タ
ー
類
が
一
本
化

さ
れ
単
価
が
抑
え
ら
れ
る
と
考

え
る
。
事
業
効
果
が
表
れ
る
の

は
来
年
度
以
降
と
な
る
。

ＱＡ Ｑ
　
サ
ー
バ
等
機
器
借
上
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
加
の
要
因
は

　
Ａ
　
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
に
よ
る
新
た
な

　
　
　
リ
ー
ス
料
の
発
生
に
よ
る
も
の
で
あ
る

Ｑ
　
財
政
状
況
は
年
々

　
　
　
　
　
厳
し
く
な
っ
て
い
く
が
、対
策
は

　
Ａ
　
自
主
財
源
を
増
や
す
努
力
を
行
う

Ａ
　
　

朝
農
跡
地
の
既
存
す
る
井

戸
の
揚
水
量
調
査
と
飲
料
水
水

質
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
結

果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ま
た
、

今
後
の
活
用
方
法
は
。

　
　

水
量
は
日
量
１
７
０
㎥
、

一
般
家
庭
で
い
う
と
２
軒
分
相

当
の
水
量
が
確
保
で
き
る
。
水

質
調
査
に
つ
い
て
も
飲
用
は
可

能
だ
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

今
回
は
農
と
憩
い
の
エ
リ
ア
の

水
量
調
査
で
あ
り
、
市
の
農
業

施
策
等
に
活
用
で
き
る
場
所
と

し
て
考
え
て
い
る
。

Ｑ Ｑ
　
朝
農
跡
地
の

　
　
　
　
既
存
井
戸
の
調
査
結
果
は

　
Ａ
　
水
量
、水
質
と
も
良
好
で
あ
る

　
　

平
成
24
年
度
決
算
は
一
つ

の
転
換
期
で
は
な
い
か
。
平
成

24
年
度
決
算
は
平
成
23
年
度
決

算
と
比
べ
て
実
質
収
支
や
実
質

単
年
度
収
支
も
減
額
と
な
っ
て

お
り
、
経
常
一
般
財
源
も
固
定

資
産
の
評
価
替
え
等
に
よ
り

年
々
減
少
を
し
て
い
る
。
今
ま

で
は
国
の
経
済
対
策
等
が
あ
っ

た
か
ら
財
政
調
整
基
金
等
へ
の

積
み
立
て
や
市
債
の
繰
上
償
還

が
で
き
て
い
た
。
財
政
状
況
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
が
、
減
債
基
金
や
財
政
調

整
基
金
を
あ
て
に
す
る
の
で
は

な
く
、
労
働
人
口
の
定
住
促
進

を
行
い
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
る
べ
き
で
は
。

　
　

景
気
の
動
向
が
見
え
づ
ら

く
、
財
政
見
通
し
が
立
て
に
く

い
状
況
で
あ
る
。
国
の
交
付
税

制
度
も
現
状
の
ま
ま
続
い
て
い

く
の
か
不
透
明
で
あ
り
、
常
に

危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
。
行
政
評
価

等
を
行
っ
て
事
業
の
取
捨
選
択

を
行
い
、
定
住
人
口
を
増
や
す

施
策
を
打
ち
出
し
、
依
存
財
源

に
頼
ら
ず
自
主
財
源
を
増
や
し

て
い
く
努
力
を
行
う
。

Ｑ

Ａ

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

す
れ
ば
、
学
級
・
学
校
閉
鎖
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
授
業
に

専
念
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
家

庭
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
以

前
ど
お
り
の
「
１
回
目
は
１
０

０
０
円
、
２
回
目
は
無
料
」
の

制
度
に
戻
し
、
小
中
学
生
の
負

担
を
同
じ
に
で
き
な
い
か
。
結

果
、
医
療
費
の
削
減
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
従
来

は
小
学
生
だ
け
だ
っ
た
の
を
中

学
生
ま
で
延
長
し
た
。
他
の
医

療
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
入
院

費
用
を
６
年
生
ま
で
補
助
す
る

な
ど
の
改
正
を
行
っ
た
。
全
体

的
な
医
療
の
考
え
の
中
で
子
ど

も
達
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
た

い
。
１
０
０
０
円
だ
け
は
い
た

だ
こ
う
と
い
う
形
で
何
と
か
こ

の
ま
ま
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

ＱＡ Ｑ
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
化
を

　
Ａ
　
有
料
化
は
、子
ど
も
へ
の

　
　
　
全
体
的
な
医
療
の
中
で
決
定
し
た
こ
と
で
、

　
　
　
こ
の
ま
ま
継
続
し
た
いＡ

　
　

一
般
職
員
の
時
間
外
手
当

が
昨
年
度
か
ら
比
べ
る
と
５
０

０
０
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
要
因
は
何
か
。

　
　

災
害
復
旧
に
よ
る
も
の
が

大
き
い
。
災
害
で
の
時
間
外
が

３
６
０
０
万
円
程
度
増
え
て
い

る
。
調
査
及
び
復
旧
事
業
、
避

難
所
開
設
の
た
め
な
ど
で
あ
る
。

Ｑ Ｑ
　
時
間
外
手
当
増
加
の
要
因
は

　
Ａ
　
主
に
災
害
復
旧
に
よ
る
も
の
で
あ
る
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バ
サ
ロ
の
パ
ン
工
房
が
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
。
抜
本
的
な
対

策
が
打
て
て
い
な
い
。
執
行
部

の
政
策
的
な
判
断
を
反
映
さ
せ
、

市
が
し
っ
か
り
と
方
針
を
出
す

べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
バ
サ
ロ
や
三
連
水
車

の
里
あ
さ
く
ら
は
、
旧
杷
木
町
、

旧
朝
倉
町
の
顔
で
あ
る
。
決
算

状
況
か
ら
見
て
衰
退
し
て
い
く

可
能
性
が
あ
る
現
在
、
早
い
う

ち
に
問
題
や
課
題
を
き
ち
ん
と

提
起
し
て
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　

バ
サ
ロ
の
パ
ン
工
房
に
つ

い
て
、
再
利
用
の
協
議
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
未
だ
良
い
案
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
有
効
活

用
と
い
う
観
点
か
ら
も
早
急
に

対
応
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

取
締
役
会
等
に
担
当
課
長
が
入

っ
た
り
、
市
長
も
定
期
的
に
訪

問
し
た
り
し
て
い
る
。
活
性
化

の
た
め
に
は
例
え
ば
新
商
品
の

開
発
を
行
っ
た
り
、
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
タ
等
の
イ
ベ
ン
ト
客
を

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
引
き
付
け

る
方
策
を
考
え
た
り
し
な
い
と

い
け
な
い
。
精
神
論
で
は
な
く

て
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
対
応

が
取
れ
る
の
か
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

ＱＡ Ｑ
　
バ
サ
ロ
や
三
連
水
車
の
里
あ
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
抜
本
的
な
対
策
を

　
Ａ
　
早
急
に
対
応
を
図
り
、

　
　
　
　
　

具
体
的
な
対
策
を
研
究
し
た
い

　
　

一
般
会
計
か
ら
国
保
特
会

事
業
勘
定
に
４
億
４
１
０
６
万

８
０
０
０
円
の
繰
出
し
が
行
わ

れ
て
い
る
。
一
方
、
国
保
の
財

政
運
営
の
主
体
を
都
道
府
県
と

す
る
計
画
も
あ
る
。
一
般
財
源

等
の
伸
び
悩
み
が
続
く
中
、
早

急
な
財
政
運
営
の
見
直
し
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　

保
健
福
祉
部
で
は
、
各
課

連
携
し
て
医
療
費
適
正
化
を
行

っ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病
対
策
、

健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進
、
受

診
率
、
収
納
率
向
上
等
、
地
道

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

一
方
で
、
最
終
的
に
は
法
定
外

繰
出
や
保
険
税
値
上
げ
も
視
野

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
29
年
度
の
事
業
の
県
へ
の

移
行
に
関
し
て
も
、
赤
字
を
も

っ
た
ま
ま
で
県
が
引
き
受
け
る

は
ず
が
な
い
の
で
、
何
ら
か
の

市
と
し
て
の
対
応
を
や
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

ＱＡ Ｑ
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繰
出
し
の
見
直
し
は

　
Ａ
　
最
終
的
に
は
法
定
外
繰
出
や

　
　
　
　
　

保
険
税
の
値
上
げ
も
視
野
に
入
れ
る

　
　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
は
、
生
活
の
基
盤
か

ら
滞
納
の
原
因
を
捉
え
、
全
体

的
に
示
唆
を
与
え
な
が
ら
指
導

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
す
る
取
り
組
み
が
ど
う
な

さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
職
員
も

一
緒
に
取
り
組
む
と
い
う
や
り

方
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

滞
納
者
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
職
員
と
の

三
者
面
談
を
予
定
し
て
い
る
。

職
員
も
相
談
に
同
席
す
る
こ
と

に
よ
り
、
滞
納
整
理
の
技
術
指

導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
ら
れ
る

利
点
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ

Ａ

Ｑ
　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況
は

　
Ａ
　
職
員
も

　
　
　
　

滞
納
整
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
た
い

　
　

市
営
住
宅
の
収
入
未
済
額

が
３
０
０
０
万
以
上
あ
る
が
、

そ
の
理
由
と
対
応
は
。
滞
納
が

悪
質
な
場
合
は
強
制
退
去
等
の

措
置
は
取
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　

金
額
の
主
な
も
の
は
過
年

度
分
で
あ
る
。
毎
月
電
話
催
告

や
文
書
通
知
、
訪
問
等
を
行
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
徴
収
が
で
き

て
い
な
い
。
滞
納
が
悪
質
な
場

合
は
裁
判
を
起
こ
し
、
明
け
渡

し
を
行
っ
た
例
が
あ
る
。
一
般

的
に
は
生
活
指
導
を
行
い
、
支

払
う
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い

く
。

ＱＡＡ Ｑ
　
市
営
住
宅
の
滞
納
者
へ
の
対
応
は

　
Ａ
　
生
活
指
導
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　

一
緒
に
支
払
う
方
法
を
考
え
る

　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
等
は
。
平
成
24
年

度
の
体
制
は
十
分
だ
っ
た
の
か
。

　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
は
臨
床
心
理
士
で
あ
り
、
児

童
、
生
徒
の
心
の
問
題
を
解
決

す
る
分
野
で
あ
る
。
市
内
の
中

学
校
に
５
名
、
小
学
校
に
２
名

配
置
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
社
会

福
祉
士
で
あ
り
、
子
ど
も
に
影

響
を
及
ぼ
す
家
庭
環
境
や
友
達

関
係
等
を
改
善
す
る
分
野
で
あ

る
。
２
名
を
配
置
し
て
お
り
、

小
中
学
校
20
校
を
対
応
し
て
い

る
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

拠
点
校
を
決
め
、
週
８
時
間
程

度
を
学
校
で
割
り
振
り
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
赴
い
て
い
る
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、
平
成
24
年
度
は
甘
木
中
学

校
を
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
今

年
度
は
教
育
委
員
会
を
拠
点
と

し
、
各
学
校
か
ら
の
依
頼
が
あ

っ
た
ら
派
遣
し
て
い
る
。

Ｑ Ｑ
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
体
制
は

　
Ａ
　
拠
点
を
決
め
、必
要
な
学
校
に
赴
い
て
い
る

お
も
む
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